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一

は
じ
め
に

中
国
で
発
達
し
た
太
陰
太
陽
暦
で
は
、
太
陽
と
月
の
方
向
が
一
致
す
る
現
象
を

朔
と
呼
び
、
そ
の
時
刻
を
含
む
日
を
朔
日
と
し
て
、
月
の
区
切
り
を
定
め
て
い

る
。
進
朔
と
は
、
計
算
で
求
め
た
朔
の
時
刻
が
一
日
の
四
分
の
三
（
現
代
の
時
刻

で
い
う
午
後
六
時
）
を
過
ぎ
て
い
た
ら
、
そ
の
日
は
朔
日
と
せ
ず
、
翌
日
を
朔
日

と
す
る
暦
法
上
の
操
作
で
あ
る
。
暦
法
的
な
観
点
か
ら
見
る
と
、
こ
の
よ
う
な
操

（
�
）

作
は
「
本
質
的
に
は
無
意
味
な
技
巧
」
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
果
た
し
て
そ
の

よ
う
な
評
価
は
妥
当
で
あ
ろ
う
か
。
暦
は
天
体
運
行
を
も
と
に
作
ら
れ
る
と
い
う

点
で
、
自
然
科
学
の
法
則
に
従
う
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
基
準
に
人
々
の
時
間

的
秩
序
が
編
成
さ
れ
る
と
い
う
社
会
的
機
能
に
も
目
を
向
け
る
必
要
が
あ
る
。
暦

法
の
一
環
と
し
て
考
案
さ
れ
た
技
法
中
に
は
、
科
学
的
な
観
点
か
ら
は
無
意
味
と

見
え
る
も
の
も
あ
る
が
、
社
会
的
に
は
何
ら
か
の
意
味
を
持
っ
て
い
た
と
考
え
る

べ
き
で
あ
ろ
う
。

本
稿
で
は
、
ま
ず
中
国
に
お
い
て
進
朔
の
技
法
が
考
案
さ
れ
た
背
景
を
探
り
、

そ
れ
が
古
代
日
本
の
暦
博
士
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
伝
授
さ
れ
た
の
か
を
大
衍
暦

を
中
心
に
探
り
た
い
。
ま
た
、
そ
こ
か
ら
派
生
す
る
問
題
と
し
て
、
承
和
三
年
を

対
象
に
従
来
の
暦
日
復
元
案
へ
の
異
論
も
提
示
す
る
。

二

中
国
に
お
け
る
進
朔
の
開
始

進
朔
法
は
唐
代
に
始
め
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
が
、『
旧
唐
書
』・『
新
唐
書
』
な

ど
の
史
書
の
暦
志
に
は
こ
れ
に
関
す
る
記
述
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
の
操
作
は
元
代

の
授
時
暦
の
採
用
に
伴
い
廃
止
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
時
の
記
録
に
よ
っ
て

僅
か
に
導
入
の
い
き
さ
つ
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

【
史
料
１
】『
元
史
』
巻
五
十
三
暦
志
二

授
時
暦
議
下

定
朔
条

訖
麟
徳
元
年
、
始
用
李
淳
風
甲
子
元
暦
、
定
朔
之
法
遂
行
。
淳
風
又
以
晦
月

頻
見
、
故
立
進
朔
之
法
、
謂
朔
日
小
余
在
日
法
四
分
之
三
已
上
者
、
虚
進
一

日
。
後
代
皆
循
用
之
。（
中
略
）
殊
不
思
合
朔
在
酉
戌
亥
、
距
前
日
之
卯
十

八
九
辰
矣
、
若
進
一
日
、
則
晦
不
見
月
、
此
論
誠
然
。
苟
合
朔
在
辰
申
之

間
、
法
不
当
進
、
距
前
日
之
卯
已
踰
十
四
五
度
、
則
月
見
於
晦
、
庸
得
免

乎
。

こ
こ
で
は
、
麟
徳
暦
の
考
案
者
と
し
て
知
ら
れ
る
唐
の
李
淳
風
が
、
晦
月
が
見

え
る
こ
と
を
避
け
る
た
め
進
朔
の
法
を
採
用
し
た
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
本
史
料

の
後
半
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
進
朔
法
を
と
っ
て
も
、
晦
日
の
早
朝
に
月

日
唐
暦
制
度
に
お
け
る
進
朔
と
承
和
三
年
の
暦
日

田

畑
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が
見
え
て
し
ま
う
こ
と
を
避
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の

後
元
代
に
至
る
ま
で
こ
の
技
法
が
行
わ
れ
て
き
た
点
を
見
る
と
、
こ
こ
に
は
述
べ

ら
れ
て
い
な
い
別
の
理
由
が
あ
っ
た
可
能
性
も
検
討
す
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。ま

ず
、【
史
料
１
】
が
、
進
朔
が
採
用
さ
れ
た
と
さ
れ
る
時
代
か
ら
六
百
年
以

上
も
経
過
し
た
後
の
も
の
で
あ
る
上
、
こ
の
制
度
を
廃
止
す
る
立
場
か
ら
記
述
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
点
を
考
慮
に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
。
授
時
暦
の
編
纂
理
念
は
、

（
�
）

伝
統
的
な
天
文
学
の
伝
統
を
批
判
し
た
朱
子
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
さ
れ
、
朔

を
人
為
的
に
進
退
さ
せ
る
李
淳
風
の
技
法
に
否
定
的
な
立
場
に
立
っ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
に
見
る
と
、【
史
料
１
】
が
唐
代
の
考
え
を
正
確
に
伝
え
て
い
る
と
は
限

ら
ず
、
進
朔
法
が
、
晦
月
を
避
け
る
た
め
だ
け
に
導
入
さ
れ
た
も
の
と
判
断
す
る

こ
と
は
早
計
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
本
稿
で
は
暦
の
持
つ
政
治
的
役
割
に
着
目
し
、

進
朔
法
が
導
入
さ
れ
た
背
景
を
推
測
し
て
み
た
い
。

古
来
中
国
の
暦
法
で
は
、
朔
の
時
刻
を
厳
密
に
算
出
す
る
こ
と
が
、
正
確
な
暦

を
作
成
す
る
上
で
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
を
占
め
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ま
で
の

平
朔
法
に
か
わ
り
、
始
め
て
本
格
的
に
定
朔
法
を
取
り
入
れ
た
麟
徳
暦
の
採
用

（
�
）

は
、
こ
の
点
で
暦
法
技
術
上
の
画
期
と
い
え
る
。
月
の
不
等
速
運
動
を
考
慮
に
入

れ
な
い
平
朔
法
で
は
、
朔
の
時
刻
が
一
日
程
度
ず
れ
る
こ
と
は
普
通
に
起
こ
る
こ

と
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
定
朔
法
の
採
用
に
よ
り
、
非
常
に
僅
か
な
誤
差
の
範
囲

内
で
朔
の
時
刻
を
求
め
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
進
朔
法
が
う

ま
れ
た
初
唐
期
は
、
そ
れ
ま
で
な
ら
ば
、
誤
差
の
範
囲
の
中
で
あ
ま
り
意
味
を
持

た
な
か
っ
た
朔
の
時
刻
に
つ
い
て
も
、
厳
密
に
処
理
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
時
期

な
の
で
あ
る
。

一
方
、
中
国
の
宮
廷
で
は
様
々
な
儀
式
・
祭
事
が
暦
に
基
づ
き
実
施
さ
れ
て
い

た
。
そ
も
そ
も
「
観
象
授
時
」
と
い
う
言
葉
が
示
す
よ
う
に
、
暦
を
定
め
る
の
は

皇
帝
に
与
え
ら
れ
た
特
別
な
権
限
で
あ
り
、
正
確
な
時
を
民
に
授
け
、
そ
れ
に
基

づ
き
政
治
を
進
め
る
こ
と
が
、
天
意
に
か
な
う
も
の
と
い
う
暦
日
観
が
形
成
さ
れ

て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
天
命
思
想
と
暦
日
意
識
の
も
と
、
天
（
昊
天
上
帝
）
と
宗

廟
の
祭
祀
は
皇
帝
の
権
威
と
密
接
に
結
び
つ
く
重
要
な
祭
事
と
考
え
ら
れ
て
い

（
�
）
た
。
こ
の
う
ち
、
冬
至
や
夏
至
に
行
わ
れ
る
郊
祀
が
暦
制
度
と
深
い
か
か
わ
り
が

あ
っ
た
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
朔
日
に
実
施
さ
れ
る
宗
廟
へ
の
祭
祀
も
注

目
さ
れ
る
。

一
例
と
し
て
『
大
唐
開
元
礼
』
巻
三
十
八
時
亨
於
太
廟
有
司
摂
事
を
見
る
と
、

太
廟
に
お
い
て
四
孟
月
朔
日
に
食
物
を
供
え
る
祭
祀
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
知

ら
れ
る
。
こ
の
中
で
供
食
儀
礼
に
先
立
ち
、
晨
�
、
す
な
わ
ち
日
の
出
の
時
刻
に

地
に
酒
を
注
ぎ
祖
霊
の
降
臨
を
願
う
儀
式
が
あ
り
、
そ
の
後
「
某
年
歳
次
月
朔

日
」
で
始
ま
る
皇
帝
の
祝
文
が
読
み
上
げ
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
祖
霊
に
対
し

「
朔
を
告
げ
る
」
と
い
う
意
味
を
持
っ
て
い
た
こ
と
と
同
時
に
、
祭
礼
が
朔
日
の

未
明
か
ら
早
朝
に
か
け
て
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
点
に
注
意
を
払
う
必
要
が
あ

る
。一

方
、
皇
帝
政
務
の
面
か
ら
み
て
も
、
朔
日
の
早
朝
は
重
要
な
意
味
を
持
っ
て

い
た
。『
通
典
』
巻
七
十
五
天
子
朝
位
条
に
引
く
儀
制
令
に
は
、
臣
下
が
皇
帝
に

拝
礼
す
る
朝
参
に
つ
い
て
の
規
定
が
見
ら
れ
る
が
、
五
品
以
上
の
常
参
官
が
行
う

毎
日
の
朝
参
に
対
し
、
朔
望
日
は
九
品
以
上
の
全
京
官
が
参
列
す
る
こ
と
が
定
め

（
�
）

ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
皇
帝
と
臣
下
の
君
臣
秩
序
を
象
徴
す
る
儀
礼
と
み
な
せ
る

が
、
毎
月
の
朔
日
と
望
日
の
朝
は
、
皇
帝
と
在
京
の
文
武
官
す
べ
て
が
一
堂
に
会

す
る
特
別
な
時
間
帯
で
あ
っ
た
。

こ
こ
で
朔
日
の
日
の
出
の
時
刻
で
あ
る
朔
旦
を
中
心
に
考
え
る
と
、
進
朔
も
そ
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れ
な
り
に
理
に
か
な
っ
た
技
法
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
仮
に
朔
旦
の
時
刻
を
午

前
六
時
と
置
く
と
、
進
朔
法
を
と
る
こ
と
に
よ
り
、
朔
の
時
刻
は
必
ず
そ
の
前
後

十
二
時
間
以
内
に
入
る
。
一
方
、
進
朔
を
し
な
い
場
合
で
は
、
朔
の
時
刻
と
朔
旦

が
最
大
で
約
十
八
時
間
の
差
が
生
じ
る
。
こ
の
僅
か
な
相
違
に
こ
だ
わ
る
こ
と

は
、
現
代
的
な
感
覚
か
ら
言
う
と
無
意
味
な
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
天

命
に
よ
り
新
王
朝
を
設
立
し
た
太
祖
（
唐
の
場
合
は
高
祖
）
を
祭
る
儀
礼
や
、
そ

の
権
威
を
引
き
継
ぐ
皇
帝
が
、
君
臣
関
係
を
確
認
す
る
場
で
あ
る
朔
旦
の
朝
参

を
、
天
体
の
運
行
上
で
き
る
だ
け
正
確
な
時
刻
で
行
う
こ
と
は
、
天
意
に
か
な
っ

た
行
動
と
解
釈
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
の
よ
う
に
、
当
時
の
暦
日
意
識
の
背
景
に
あ
る
天
命
思
想
を
考
慮
す
る
と
、

皇
帝
の
主
催
す
る
政
務
・
祭
事
を
少
し
で
も
ふ
さ
わ
し
い
時
間
帯
で
実
施
す
る
暦

法
上
の
操
作
が
、
朔
の
時
刻
を
よ
り
厳
密
に
求
め
る
定
朔
法
の
導
入
と
と
も
に
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
想
定
は
、
あ
な
が
ち
的
外
れ
な
も
の
で
も
な
い
と

思
わ
れ
る
。
以
上
、
本
章
で
は
中
国
に
お
け
る
進
朔
法
に
つ
い
て
、
天
命
思
想
と

そ
れ
に
か
か
わ
る
暦
日
意
識
を
反
映
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
い
う
推
測
を
述
べ

て
み
た
。三

承
和
三
年
四
月
の
暦
日
と
進
朔

前
章
で
論
じ
た
中
国
の
進
朔
法
は
日
本
に
も
伝
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

そ
の
背
景
と
な
っ
た
暦
日
意
識
が
、
ど
の
程
度
吸
収
さ
れ
て
い
た
の
か
と
い
う
点

に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
技
法
と
し
て
の
進
朔
が
伝
わ
っ
て
い

た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
日
本
で
は
持
統
四
年
（
六
九
〇
）
に
儀
鳳
暦
が
採
用
さ

れ
て
以
降
定
朔
法
に
よ
る
暦
法
が
用
い
ら
れ
て
き
た
が
、
進
朔
の
実
施
状
況
に
つ

（
�
）

い
て
は
先
行
研
究
に
よ
り
以
下
の
よ
う
な
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

・
儀
鳳
暦
で
は
進
朔
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

・
大
衍
暦
で
は
進
朔
限
（
進
朔
を
行
う
時
刻
）
が
明
確
で
な
い
が
、
適
用
さ
れ
て

は
い
る
。

・
宣
明
暦
で
は
進
朔
限
六
三
〇
〇
の
規
定
ど
お
り
に
、
ほ
と
ん
ど
例
外
な
く
進
朔

し
て
い
る
（
宣
明
暦
は
一
日
が
八
四
〇
〇
分
、
そ
の
四
分
の
三
が
六
三
〇
〇
）。

・
江
戸
時
代
の
貞
享
暦
に
至
り
、
進
朔
は
廃
止
さ
れ
た
。

こ
こ
で
い
う
六
三
〇
〇
や
八
四
〇
〇
分
と
い
う
数
字
は
、
暦
用
語
で
小
余
と
呼

ば
れ
る
も
の
で
時
刻
に
あ
た
る
。
た
だ
し
、
一
日
が
何
分
に
相
当
す
る
か
は
暦
法

（
�
）

に
よ
っ
て
異
な
る
値
が
設
定
さ
れ
て
お
り
、
麟
徳
暦
（
儀
鳳
暦
）・
五
紀
暦
で
は

一
三
四
〇
、
大
衍
暦
で
は
三
〇
四
〇
、
宣
明
暦
で
は
八
四
〇
〇
と
さ
れ
て
い
る
。

推
算
に
よ
る
朔
の
小
余
と
、
古
代
日
本
に
お
け
る
実
施
暦
と
を
対
照
し
た
先
学
の

業
績
に
よ
る
と
、
唐
の
麟
徳
暦
に
あ
た
る
と
さ
れ
る
儀
鳳
暦
の
段
階
で
は
、
進
朔

の
法
は
導
入
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
も
の
が
、
天
平
宝
字
八
年
（
七
六
四
）
以
降
の

大
衍
暦
か
ら
は
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
進
朔
限
に
つ

い
て
は
不
明
確
で
、
こ
れ
が
は
っ
き
り
と
確
定
す
る
の
は
貞
観
三
年
（
八
六
一
）

採
用
の
宣
明
暦
以
降
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

進
朔
限
が
不
明
確
と
さ
れ
る
大
衍
暦
で
は
あ
る
が
、
あ
る
程
度
の
基
準
は
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
内
田
正
男
は
、
平
均
的
に
言
え
ば
二
六
五
〇
の
近
く
に

（
�
）

す
る
と
一
番
合
う
確
率
が
高
い
と
す
る
。
ま
た
、
承
和
四
年
（
八
三
七
）
以
後
で

は
二
六
六
〇
に
進
朔
限
を
お
け
ば
、
例
外
が
少
な
く
な
る
こ
と
か
ら
、
行
用
末
期

に
は
基
準
が
明
確
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る
。
湯
浅
吉
美
は
、

大
衍
暦
行
用
期
間
中
の
小
余
二
二
八
〇
以
上
と
な
る
す
べ
て
の
月
に
つ
い
て
文
献

史
料
と
照
合
を
行
っ
た
結
果
、
小
余
二
八
〇
〇
、
も
し
く
は
通
法
の
十
分
の
九

― ３ ―



（
小
余
二
七
三
六
）
を
ラ
イ
ン
と
考
え
て
い
る
が
、
こ
れ
に
当
て
は
ま
ら
な
い
例

（
�
）

外
が
少
な
く
な
い
点
も
同
時
に
指
摘
し
て
い
る
。

対
象
と
な
る
す
べ
て
の
月
を
一
覧
に
し
た
湯
浅
の
作
業
は
、
進
朔
に
つ
い
て
考

察
す
る
上
で
参
考
と
な
る
。
し
か
し
、
湯
浅
自
身
が
、「
情
報
提
供
を
求
め
る
呼

び
か
け
の
つ
も
り
」
で
提
示
し
た
と
す
る
よ
う
に
、
検
討
す
べ
き
点
は
ま
だ
残
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
本
稿
で
は
一
例
と
し
て
、
小
余
二
六
〇
〇
以
上
で
不

進
と
分
類
さ
れ
て
い
る
承
和
三
年
（
八
三
六
）
四
月
の
暦
日
に
つ
い
て
と
り
あ
げ

た
い
。
内
田
の
『
日
本
暦
日
原
典
』
に
よ
る
と
、
こ
の
月
の
朔
は
己
巳
、
小
余
は

三
〇
〇
三
で
、
大
衍
暦
で
小
余
三
〇
〇
〇
を
超
え
て
進
朔
し
て
い
な
い
唯
一
の
例

と
さ
れ
て
い
る
。
い
わ
ば
特
異
な
「
は
な
れ
値
」
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
こ
の
月

で
あ
る
が
、
内
田
の
推
定
に
は
再
検
討
の
余
地
が
あ
る
。
こ
こ
で
筆
者
が
問
題
と

す
る
の
は
、
四
月
朔
日
を
己
巳
の
ま
ま
と
判
断
し
た
根
拠
が
新
訂
増
補
国
史
大
系

本
『
続
日
本
後
紀
』（
以
下
新
訂
国
史
大
系
本
と
略
す
る
）
に
よ
っ
て
い
る
点
で

あ
る
。

確
か
に
本
書
で
は
、
す
べ
て
の
月
の
朔
日
が
表
記
さ
れ
て
お
り
、
当
該
期
間
の

（
�
）

暦
日
の
復
元
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
、
そ
の
底
本
と
な
っ
た
谷
森

善
臣
旧
蔵
本
（
以
下
、
谷
森
本
と
す
る
）
で
は
、
全
体
の
約
二
割
の
月
で
朔
日
記

載
が
な
く
、
不
明
の
月
に
つ
い
て
は
他
の
諸
本
か
ら
補
っ
て
い
る
。
実
は
当
該
の

承
和
三
年
四
月
は
、
こ
の
朔
日
干
支
不
明
月
に
あ
た
り
、
新
訂
国
史
大
系
本
の
校

訂
者
が
独
自
の
解
釈
で
干
支
を
補
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
注
に
も
と
づ

き
該
当
部
分
の
校
訂
前
の
状
態
を
復
元
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

【
史
料
２
】『
続
日
本
後
紀
』（
谷
森
本
）
承
和
三
年

乙
丑
。
石
見
国
飢
。
賑
二

給
之
一

。
己
巳
。
飛
騨
国
人
散
位
三
尾
臣
永
主
。
右

京
史
生
同
姓
息
長
等
賜
二

姓
笠
臣
一

。
貫
二

附
右
京
五
条
二
坊
一

。
永
主
。
稚
武

彦
命
之
後
也
。
伯
耆
国
人
陰
陽
師
宍
人
首
玉
成
賜
二

春
苑
宿
祢
一

。
国
牽
天
皇

第
一
皇
子
大
彦
命
苗
裔
也
。
夏
四
月
戊
寅
。
遣
唐
使
於
二

八
省
院
一

朝
拝
。
天

皇
不
レ

御
。
例
也
。
但
大
臣
已
下
参
議
以
上
各
在
二

其
位
一

。
一
如
下

天
皇
視
二

告
朔
一

之
儀
上

。

こ
の
よ
う
に
己
巳
条
は
元
々
は
三
月
末
の
記
事
に
配
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る

が
、
新
訂
国
史
大
系
本
の
校
訂
は
、
戊
寅
条
の
前
に
あ
っ
た
「
夏
四
月
」
を
伴
亻

本
に
よ
り
「
己
巳
」
の
前
に
移
動
さ
せ
、「
己
巳
」
の
後
に
「
朔
」
を
補
い
、
そ

の
結
果
「
夏
四
月
己
巳
朔
」
と
い
う
暦
日
を
復
元
し
て
い
る
。
こ
こ
に
見
え
る
伴

亻
本
と
は
、「
旧
輯
国
史
大
系
所
引
或
家
蔵
本
〔
伴
信
友
所
校
〕」
と
さ
れ
る
本

で
、
天
保
期
の
国
学
者
伴
信
友
に
よ
り
暦
日
に
変
更
が
加
え
ら
れ
て
い
る
可
能
性

が
あ
り
、
室
町
期
の
三
条
西
家
写
本
の
系
統
を
引
く
谷
森
本
に
比
べ
信
頼
性
は
低

い
。こ

の
部
分
は
、
仮
に
谷
森
本
の
通
り
に
考
え
れ
ば
、
三
月
朔
が
庚
子
な
の
で
己

巳
は
三
〇
日
に
な
り
、
翌
日
の
庚
午
が
四
月
朔
と
な
る
の
に
、
新
訂
国
史
大
系
本

は
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
複
雑
な
操
作
を
行
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て

は
「
旧
輯
」
の
国
史
大
系
本
『
続
日
本
後
紀
』（
以
下
「
旧
輯
」
と
略
す
）
を
み

れ
ば
明
白
で
、
こ
ち
ら
で
は
、
長
暦
に
よ
り
こ
の
操
作
を
行
っ
た
旨
が
注
に
明
記

さ
れ
て
い
る
。「
旧
輯
」
の
傍
書
の
日
付
は
『
三
正
綜
覧
』
に
よ
っ
て
い
る
が
、

念
の
た
め
『
日
本
長
暦
』、『
皇
和
通
暦
』
も
あ
わ
せ
て
確
認
し
た
所
、
三
者
と
も

三
月
を
小
の
月
と
し
、
四
月
朔
日
を
己
巳
と
推
算
し
て
い
る
。
お
そ
ら
く
、
新
訂

国
史
大
系
本
は
「
旧
輯
」
の
校
訂
を
そ
の
ま
ま
引
き
継
い
で
、
四
月
朔
を
己
巳
と

し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
伴
信
友
の
所
校
も
含
め
こ
れ
ら
は
、
延
宝
五
年
（
一

六
七
七
）
成
立
の
『
日
本
長
暦
』
以
降
の
長
暦
類
に
基
づ
い
て
、
古
写
本
の
暦
日

に
操
作
を
行
っ
た
可
能
性
が
極
め
て
高
い
。

― ４ ―



一
方
、
佐
伯
有
義
校
訂
『
増
補
六
国
史
・
続
日
本
後
紀
』（
い
わ
ゆ
る
朝
日
本
）

を
見
る
と
、
こ
の
月
の
日
数
を
原
本
に
従
い
「
庚
午
を
朔
」
と
し
て
復
元
し
て
い

る
。
朝
日
本
が
底
本
と
す
る
寛
文
八
年
刊
本
（
一
六
六
八
）
を
確
認
す
る
と
、
己

巳
条
は
谷
森
本
同
様
三
月
に
配
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
ち
ら
は
年
代
か
ら
見
て
近
世

以
降
の
長
暦
の
影
響
は
受
け
て
い
な
い
。
ま
た
、
朝
日
本
の
注
に
「
宮
本
己
巳
を

朔
と
す
れ
ど
」
と
あ
る
部
分
は
、
豊
宮
崎
文
庫
旧
蔵
本
傍
朱
書
に
そ
う
あ
っ
た
と

い
う
意
味
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
、
元
禄
四
年
（
一
六
九
一
）
の
徳
川
光
圀

校
訂
本
の
転
写
本
で
あ
る
藤
波
家
本
と
対
校
し
、
異
同
を
傍
書
し
た
も
の
と
推
定

（
�
）

さ
れ
て
お
り
、
や
は
り
『
日
本
長
暦
』
の
影
響
が
疑
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
『
日
本
長
暦
』
成
立
以
前
に
さ
か
の
ぼ
る
諸
本
で
、
承
和
三
年
四

月
朔
日
の
干
支
を
己
巳
と
し
て
い
る
も
の
は
見
当
た
ら
ず
、
こ
の
月
は
古
写
本
の

記
載
内
容
か
ら
庚
午
朔
と
復
元
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
従
っ
て
、
小
余
三
〇
〇

三
で
進
朔
は
行
わ
れ
て
い
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

以
上
、
承
和
三
年
四
月
を
例
に
、
従
来
の
暦
日
復
元
の
問
題
点
を
指
摘
し
た

が
、
電
算
処
理
に
よ
る
推
算
結
果
を
史
料
に
み
ら
れ
る
実
施
暦
に
よ
り
修
正
を
加

え
る
と
い
う
方
法
を
と
る
の
な
ら
、
参
照
し
た
文
献
に
対
す
る
厳
密
な
史
料
批
判

が
重
要
と
な
る
点
を
提
起
し
て
お
き
た
い
。

四

承
和
三
年
の
進
朔
を
め
ぐ
る
論
争
と
暦
博
士

前
章
の
考
察
で
、
進
朔
さ
れ
て
い
な
い
と
従
来
考
え
ら
れ
て
い
た
一
例
が
、
実

は
進
朔
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
よ

っ
て
も
、
大
衍
暦
の
進
朔
限
が
不
明
確
で
あ
る
点
に
変
わ
り
は
な
い
。
や
は
り
こ

の
時
期
確
固
た
る
基
準
は
設
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
造
暦
担
当
者
の
解
釈
に
よ
っ
て

流
動
す
る
側
面
が
あ
っ
た
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
う
い
っ
た
観
点
を
検
討
す

る
に
際
し
、
前
章
と
は
ま
っ
た
く
別
の
意
味
で
再
び
承
和
三
年
の
暦
日
が
注
目
さ

れ
る
。『
続
日
本
後
紀
』
に
よ
る
と
こ
の
年
の
暦
日
は
年
度
途
中
で
変
更
さ
れ
て

い
る
が
、
こ
の
記
事
が
進
朔
の
問
題
と
関
係
す
る
の
で
あ
る
。

【
史
料
３
】『
続
日
本
後
紀
』
承
和
三
年
（
八
三
六
）
七
月
是
月
条

是
月
。
元
拠
二

頒
暦
一

為
二

小
月
一

。
而
更
拠
二

七
耀
暦
一

改
為
二

大
月
一

。
又
八
月

大
改
為
レ

小
。
九
月
小
改
為
レ

大
。
十
月
大
改
為
レ

小
。
時
有
二

暦
博
士
二

人
一

。
其
執
見
不
レ

同
也
。
議
者
討
論
。
以
二

七
耀
之
説
一

為
レ

得
。
故
改
従
レ

之
。

こ
の
史
料
か
ら
、
こ
の
時
、
暦
博
士
が
二
名
お
り
、
一
方
は
こ
の
年
の
頒
暦
に

従
い
、
他
方
は
七
曜
暦
に
拠
る
べ
き
こ
と
を
主
張
し
た
が
、
両
者
の
間
で
月
の
大

小
の
置
き
方
に
相
違
が
あ
り
、
議
者
の
討
論
を
経
て
、
七
曜
暦
に
従
う
こ
と
と
な

（
�
）

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
こ
で
、
同
じ
大
衍
暦
の
暦
法
で
つ
く
ら
れ
て
い
る
は
ず

の
頒
暦
と
七
曜
暦
で
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
相
違
が
見
ら
れ
た
の
か
と
い
う
点
が
不

可
解
で
あ
る
上
に
、
ま
た
、
相
違
が
事
前
に
調
整
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ

と
も
理
解
に
苦
し
む
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
点
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
表
を
見

て
み
た
い
。
こ
こ
に
本
条
の
二
つ
の
暦
、
現
在
の
推
算
結
果
、
及
び
『
続
日
本
後

紀
』
で
確
認
さ
れ
る
実
施
暦
か
ら
、
承
和
三
年
の
各
月
の
大
小
と
朔
日
干
支
を
掲

げ
た
。
こ
の
表
か
ら
、
頒
暦
担
当
者
は
推
算
通
り
に
暦
を
作
成
し
て
い
る
の
に
対

し
、
七
曜
暦
作
成
者
は
、
そ
こ
か
ら
八
月
と
十
月
の
朔
日
を
変
更
し
た
こ
と
が
推

定
さ
れ
る
。
一
方
、
小
余
の
欄
を
見
れ
ば
わ
か
る
通
り
、
こ
の
年
は
特
異
な
年

で
、
進
朔
対
象
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
小
余
が
四
分
の
三
（
二
二
八
〇
）
を
こ
え

る
月
が
、
二
月
・
四
月
・
六
月
・
八
月
・
十
月
・
十
二
月
と
六
回
も
あ
っ
た
の
で

あ
る
。
こ
の
内
も
っ
と
も
数
値
の
高
い
四
月
に
つ
い
て
は
、
前
章
で
見
た
通
り
進

― ５ ―



朔
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
に
続
く
高
い
数
値
を
示
す
十
月
（
三
〇
〇

〇
）
と
八
月
（
二
九
九
六
）
の
朔
日
干
支
に
つ
い
て
、
頒
暦
と
七
曜
暦
で
対
応
が

分
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
頒
暦
は
こ
の
二
カ
月
の
朔
日
に
つ
い
て
進

朔
の
操
作
を
行
っ
て
い
な
い
の
に
対
し
、
七
曜
暦
は
進
朔
さ
せ
て
い
る
の
で
あ

（
�
）

る
。
ど
う
や
ら
、
こ
の
年
の
暦
に
つ
い
て
は
二
人
の
暦
博
士
が
そ
れ
ぞ
れ
別
個
に

頒
暦
と
七
曜
暦
を
作
っ
た
が
、
進
朔
対
象
と
な
る
月
が
多
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
進

朔
限
に
つ
い
て
の
解
釈
が
分
か
れ
、
暦
日
の
相
違
が
う
ま
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
し

か
も
、
両
者
は
事
前
の
調
整
を
す
る
こ
と
な
く
、
相
違
が
生
じ
た
ま
ま
暦
の
使
用

が
始
ま
り
、
年
度
の
途
中
で
様
々
な
議
者
を
巻
き
込
ん
だ
論
争
へ
と
発
展
し
て
い

る
。こ

の
こ
と
か
ら
、
こ
の
時
期
に
お
い
て
は
進
朔
を
行
う
明
確
な
基
準
が
な
く
、

造
暦
担
当
者
に
よ
り
違
っ
た
解
釈
が
な
さ
れ
て
お
り
、
し
か
も
、
そ
れ
ら
が
暦
博

士
同
士
の
対
立
へ
と
発
展
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
点
が
指
摘
で
き
る
。

と
こ
ろ
で
、
承
和
三
年
の
段
階
で
意
見
が
分
か
れ
た
二
人
の
博
士
が
誰
で
あ
る

の
か
は
伝
わ
っ
て
い
な
い
が
、
あ
る
程
度
の
推
測
は
可
能
と
思
わ
れ
る
。
ま
ず
一

（
�
）

人
に
つ
い
て
は
天
長
十
年
（
八
三
三
）
暦
博
士
刀
岐
直
浄
浜
の
死
に
伴
い
、
遠
江

介
か
ら
召
還
さ
れ
て
暦
を
作
っ
た
大
春
日
朝
臣
良
棟
が
候
補
と
し
て
あ
げ
ら
れ

る
。
大
春
日
氏
は
、
後
に
五
紀
暦
や
宣
明
暦
へ
の
改
暦
を
進
言
し
た
大
春
日
真
野

（
�
）

麻
呂
が
「
暦
術
独
歩
。
能
襲
二

祖
業
一

。
相
二

伝
此
道
一

。
于
レ

今
五
世
也
。」
と
さ
れ

（
�
）

る
よ
う
に
、
代
々
、
暦
術
に
携
わ
る
家
系
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

も
う
一
人
の
博
士
に
つ
い
て
は
、
こ
の
時
期
大
春
日
氏
と
並
ん
で
暦
に
携
わ
っ

て
い
た
刀
岐
氏
の
人
物
が
想
定
さ
れ
る
。
浄
浜
の
死
後
に
つ
い
て
も
、
承
和
遣
唐

使
の
暦
請
益
と
し
て
刀
岐
直
雄
貞
が
み
え
る
よ
う
に
、
や
は
り
暦
と
の
関
わ
り
は

深
か
っ
た
。
刀
岐
直
雄
貞
は
遣
唐
使
の
一
行
に
加
わ
っ
た
段
階
で
従
六
位
下
の
官

位
を
得
て
い
た
所
か
ら
、
す
で
に
こ
の
時
点
で
、
陰
陽
寮
内
で
相
応
の
位
置
を
占

め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
承
和
三
年
の
暦
を
巡
る
論
争
と

の
関
係
に
つ
い
て
は
、
微
妙
な
立
場
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

承
和
の
遣
唐
使
に
つ
い
て
は
、
二
回
の
渡
航
失
敗
を
経
て
、
承
和
五
年
に
よ
う

や
く
唐
へ
到
着
し
て
い
る
が
、
そ
の
一
回
目
の
渡
航
は
、
ち
ょ
う
ど
こ
の
承
和
三

年
に
あ
た
る
。『
続
日
本
後
紀
』
に
よ
る
と
、
遣
唐
大
使
等
は
四
月
丁
酉
に
節
刀

を
受
け
京
を
発
ち
、
七
月
二
日
に
大
宰
府
を
進
発
し
て
い
る
。
し
か
し
、
出
航
し

た
船
は
そ
の
後
次
々
と
漂
着
し
て
し
ま
い
、
最
終
的
に
渡
航
を
断
念
し
、
大
使
・

副
使
は
京
へ
戻
り
九
月
辛
巳
に
節
刀
を
奉
還
し
て
い
る
。
一
方
、
暦
日
変
更
を
め

表 承和三年の暦日

十
二
月

大

乙
未

大

乙
未

大

乙
未

大

乙
未

二
八
一
〇

＊計算は『日本暦日原典』による

十
一
月

小

丙
寅

小

丙
寅

小

丙
寅

小

丙
寅

一
四
二
一

十
月

小

大

小

丁
酉

小

丁
酉

小

丁
酉

大

丙
辰

三
〇
〇
〇

九
月

大

小

大

丁
卯

大

丁
卯

大

丁
卯

小

丁
卯

一
五
一
七

八
月

小

大

小

戊
戌

小

戊
戌

小

戊
戌

大

丁
酉

二
九
九
六

七
月

大

小

大

戊
辰

大

戊
辰

大

戊
辰

小

戊
辰

一
二
六
〇

六
月

大

戊
戌

大

戊
戌

大

戊
戌

大

戊
戌

二
五
〇
七

閏
五
月

小

己
巳

小

己
巳

小

己
巳

小

己
巳

六
七
六

五
月

大

己
亥

大

己
亥

大

己
亥

大

己
亥

一
八
三
三

四
月

小

庚
午

大

己
巳

大

己
巳

大

己
巳

三
〇
〇
三

三
月

大

庚
子

小

庚
子

小

庚
子

小

庚
子

一
一
八
五

二
月

大

庚
午

大

庚
午

大

庚
午

大

庚
午

二
四
九
六

正
月

小

辛
丑

小

辛
丑

小

辛
丑

小

辛
丑

九
三
五

七 曜 暦

頒 暦

続日本後紀
（朝日本）

続日本後紀
（国史大系本）

日本暦日原典

同 推算

大衍暦定朔法
による小余＊
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ぐ
る
議
論
は
七
月
是
月
条
に
見
ら
れ
る
。
論
争
自
体
が
ど
の
時
点
で
起
こ
っ
た
の

か
は
、
七
月
よ
り
も
以
前
と
い
う
こ
と
し
か
確
定
で
き
な
い
が
、
も
し
雄
貞
が
一

回
目
か
ら
遣
唐
使
の
メ
ン
バ
ー
に
加
わ
っ
て
い
た
と
す
る
と
、
彼
が
不
在
時
の
こ

と
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
そ
う
す
る
と
、
暦
博
士
の
も
う
一
人
に
つ
い
て
は
雄

貞
以
外
の
人
物
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
刀
岐
氏
の
別
の
人
物
で
あ
っ
た
可

能
性
は
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
史
料
を
追
っ
て
行
く
と
、
暦
日
を
巡
る
対
立

は
そ
の
後
に
も
し
こ
り
を
残
し
た
よ
う
で
あ
る
。

【
史
料
４
】『
続
日
本
後
紀
』
承
和
六
年
（
八
三
九
）
三
月
丁
酉
条

遣
唐
三
箇
舶
所
二

分
配
一

。
知
乗
船
事
従
七
位
上
伴
宿
祢
有
仁
。
暦
請
益
従
六

位
下
刀
岐
直
雄
貞
。
暦
留
学
生
少
初
位
下
佐
伯
直
安
道
。
天
文
留
学
生
少
初

位
下
志
斐
連
永
世
等
。
不
レ

遂
二

王
命
一

。
相
共
亡
匿
。
稽
二

之
古
典
一

。
罪
当
二

斬
刑
一

。
勅
。
特
降
二

死
罪
一
等
一

。
配
二

流
佐
渡
国
一

。

こ
の
時
の
遣
唐
使
は
最
終
的
に
承
和
五
年
の
七
月
に
進
発
す
る
が
、
雄
貞
は
伴

宿
祢
有
仁
、
佐
伯
安
道
、
志
斐
連
永
世
等
と
と
も
に
乗
船
せ
ず
処
罰
を
受
け
て
い

る
の
で
あ
る
。
承
和
の
遣
唐
使
に
つ
い
て
は
、
副
使
の
小
野
篁
の
乗
船
拒
否
が
有

（
�
）

名
で
、
大
使
藤
原
常
嗣
と
の
確
執
な
ど
が
推
測
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
雄
貞
ら
の

ケ
ー
ス
は
、
処
罰
さ
れ
た
内
の
三
人
が
陰
陽
寮
関
係
の
請
益
・
留
学
で
あ
る
点
を

考
え
る
と
、
承
和
三
年
以
来
の
、
暦
を
巡
る
対
立
が
何
ら
か
の
影
響
を
与
え
た
の

で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
若
干
の
推
測
を
交
え
る
と
、
進
朔
を
巡
る
論
争

は
、
大
春
日
氏
系
と
刀
岐
氏
系
の
勢
力
争
い
と
い
う
側
面
を
持
っ
て
お
り
、
雄
貞

に
と
っ
て
は
不
在
時
に
そ
の
よ
う
な
議
論
が
発
生
し
て
い
た
点
が
不
満
と
し
て
残

っ
て
お
り
、
最
終
的
に
乗
船
拒
否
と
い
う
行
動
に
で
る
一
つ
の
要
因
と
な
っ
て
い

た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
の
後
、
刀
岐
雄
貞
と
そ
の
一
族
は
ど
の
よ
う
な
運
命
を
た
ど
る
の
で
あ
ろ
う

か
。
雄
貞
は
承
和
七
年
（
八
四
〇
）
二
月
に
赦
さ
れ
、
京
へ
勅
喚
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
後
、
官
人
と
し
て
の
生
活
に
復
帰
し
た
よ
う
で
、『
文
徳
実
録
』
に
よ
る

と
、
斉
衡
元
年
（
八
五
四
）
九
月
丁
亥
に
上
総
少
目
従
六
位
上
で
、
同
族
の
陰
陽

権
允
兼
陰
陽
博
士
正
六
位
上
刀
岐
直
川
人
と
と
も
に
、
滋
岳
朝
臣
を
賜
姓
さ
れ
て

（
�
）

い
る
。
川
人
の
方
は
そ
の
後
、
陰
陽
博
士
と
し
て
名
を
あ
げ
、
従
五
位
上
行
陰
陽

頭
ま
で
登
り
、「
世
要
動
静
経
」、「
指
掌
宿
曜
経
」、「
滋
川
新
術
遁
甲
書
」、「
金

（
�
）

匱
新
注
」
な
ど
の
書
を
残
し
て
い
る
こ
と
が
卒
伝
に
見
え
る
。
雄
貞
の
赦
免
以

降
、
刀
岐
氏
は
陰
陽
寮
内
の
分
掌
で
い
う
と
、
暦
部
門
か
ら
陰
陽
部
門
へ
と
重
点

を
移
し
、
滋
岳
氏
と
し
て
一
定
の
立
場
を
確
立
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

一
方
の
暦
部
門
で
は
、
大
春
日
氏
が
先
述
の
真
野
麻
呂
以
降
、
氏
主
、
弘
範
、

益
満
な
ど
の
暦
博
士
を
輩
出
し
、
十
世
紀
以
降
の
賀
茂
氏
に
よ
る
暦
博
士
世
襲
化

以
前
の
段
階
に
お
け
る
主
導
的
位
置
を
占
め
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

こ
こ
で
、
進
朔
の
問
題
に
話
を
戻
そ
う
。
高
田
義
人
に
よ
る
と
、
賀
茂
保
憲
所

伝
の
『
大
唐
陰
陽
書
』
の
奥
注
に
見
え
る
「
春
家
本
」
や
、『
兵
範
記
』
保
元
元

年
（
一
一
五
六
）
十
月
十
八
日
条
の
「
春
家
私
記
」
な
ど
が
大
春
日
氏
の
家
説
を

（
�
）

記
録
し
た
書
と
考
え
ら
れ
る
が
、
大
衍
暦
に
お
け
る
進
朔
限
に
つ
い
て
も
、
こ
う

い
っ
た
家
説
と
い
う
形
で
代
々
受
け
継
が
れ
て
き
た
も
の
で
、
大
春
日
氏
、
刀
岐

氏
な
ど
が
そ
の
所
説
を
も
っ
て
、
競
い
あ
う
関
係
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ

ぞ
れ
の
氏
族
の
立
場
か
ら
見
る
と
、
そ
う
い
っ
た
家
説
を
継
承
し
つ
つ
、
陰
陽
寮

内
で
の
技
術
的
優
位
性
を
確
保
す
る
こ
と
で
、
官
人
社
会
の
中
で
生
き
残
り
を
図

ろ
う
と
し
た
側
面
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
承
和
四
年
以
降
大
衍
暦
の
進
朔
限
が
明
確
化
し
て
き

た
と
い
う
先
述
の
指
摘
が
意
味
を
持
っ
て
く
る
。
さ
ら
に
、
大
春
日
真
野
麻
呂
が

主
導
し
て
導
入
が
図
ら
れ
た
宣
明
暦
か
ら
、
進
朔
基
準
が
確
立
す
る
点
と
あ
わ
せ

― ７ ―



る
と
、
承
和
三
年
に
八
月
と
十
月
の
進
朔
を
主
張
し
論
争
に
勝
利
し
た
の
は
大
春

日
氏
の
博
士
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
推
論
が
成
り
立
つ
。
ま
た
、
一
方

の
刀
岐
（
滋
岳
）
氏
は
、
暦
部
門
か
ら
は
撤
退
し
、
陰
陽
部
門
に
活
路
を
見
出
す

こ
と
で
、
大
春
日
氏
と
の
間
で
棲
み
分
け
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
見
る
こ

と
が
で
き
る
。

一
般
に
平
安
時
代
は
、
中
下
級
貴
族
が
家
業
の
世
襲
化
を
進
め
て
い
く
時
期
に

あ
た
る
。
こ
の
よ
う
に
進
朔
の
問
題
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、
九
世
紀
の
段
階

（
�
）

で
、
中
下
級
貴
族
に
お
け
る
技
術
の
世
習
が
、
排
他
的
な
家
業
の
世
襲
へ
と
変
化

し
て
い
く
一
例
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

五

お
わ
り
に

以
上
、
進
朔
と
い
う
暦
法
上
の
技
巧
を
巡
り
、
①
中
国
に
お
け
る
進
朔
法
の
開

始
は
、
天
命
思
想
と
そ
れ
に
か
か
わ
る
暦
日
意
識
を
反
映
し
た
も
の
で
は
な
い
か

と
推
測
で
き
る
、
②
従
来
の
承
和
三
年
の
暦
日
復
元
に
は
問
題
が
あ
る
、
③
中
下

級
貴
族
の
技
術
継
受
か
ら
家
業
の
世
襲
化
の
様
子
が
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
、

な
ど
の
点
を
論
じ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
が
進
朔
に
関
わ
っ
て
い
る
と
い
う
だ
け
で
、
全

体
と
し
て
の
論
点
は
雑
然
と
し
て
い
る
上
、
暦
計
算
や
史
料
の
解
釈
な
ど
を
我
流

で
行
っ
て
い
る
面
も
あ
る
。
ま
た
、
基
本
史
料
の
一
つ
と
し
て
と
り
あ
げ
た
『
続

日
本
後
紀
』
は
、
良
質
の
古
写
本
に
恵
ま
れ
ず
、
現
刊
本
の
基
礎
と
な
っ
た
三
条

西
家
本
系
諸
本
も
、
一
度
記
事
を
省
略
し
た
後
『
類
聚
国
史
』
等
で
補
っ
た
形
跡

（
�
）

が
見
ら
れ
る
な
ど
、
取
り
扱
い
に
は
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
筆
者
が
見
落
と
し
て

い
る
観
点
も
あ
る
だ
ろ
う
。
承
和
三
年
の
暦
日
の
復
元
を
は
じ
め
と
し
て
、
問
題

提
起
と
い
う
意
味
で
私
案
を
提
示
し
た
部
分
も
あ
る
の
で
、
当
然
異
論
も
あ
ろ
う

か
と
思
わ
れ
る
。
忌
憚
の
な
い
批
判
を
求
め
る
次
第
で
あ
る
。

註（
１
）
内
田
正
男
『
日
本
暦
日
原
典
』、
雄
山
閣
、
一
九
七
五
、
四
九
七
頁
。

（
２
）
山
田
慶
児
『
授
時
暦
の
道
』、
み
す
ず
書
房
、
一
九
八
〇
。

（
３
）
麟
徳
暦
以
前
の
戊
寅
暦
に
お
い
て
も
、
当
初
定
朔
法
が
採
用
さ
れ
て
い
た
が
、

途
中
で
平
朔
法
へ
も
ど
っ
て
い
る
。

（
４
）
金
子
修
一
「
中
国
古
代
の
皇
帝
制
度
の
諸
問
題
」（『
古
代
中
国
と
皇
帝
祭
祀
』、

汲
古
書
院
、
二
〇
〇
一
）。

（
５
）
朝
参
儀
礼
に
関
し
て
は
以
下
の
論
考
を
参
照
。
古
瀬
奈
津
子
『
日
本
古
代
王
権

と
儀
式
』、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
八
。
吉
田
歓
『
日
中
宮
城
の
比
較
研
究
』、

吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
二
。
松
本
保
宣
『
唐
王
朝
の
宮
城
と
御
前
会
議
│
唐
代

聴
政
制
度
の
展
開
│
』、
晃
洋
書
房
、
二
〇
〇
六
。

（
６
）
湯
浅
吉
美
「
大
衍
暦
に
お
け
る
進
朔
に
つ
い
て
│
天
平
宝
字
八
年
〜
貞
観
三
年

の
日
付
の
問
題
」（『
暦
と
天
文
の
古
代
中
世
史
』、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇

九
）、
初
出
二
〇
〇
一
。

（
７
）
こ
の
値
を
麟
徳
暦
で
は
総
法
、
大
衍
暦
・
五
紀
暦
で
は
通
法
、
宣
明
暦
で
は
統

法
と
呼
ぶ
。

（
８
）
内
田
、
註
（
１
）
掲
載
書
、
四
九
八
頁
。

（
９
）
湯
浅
、
註
（
６
）
掲
載
論
文
。

（
１０
）
『
日
本
暦
日
原
典
』
以
外
で
も
、
湯
浅
吉
美
「
大
衍
暦
に
お
け
る
進
朔
」（『
日
本

暦
日
便
覧

下

暦
日
篇
・
解
説
篇
』、
汲
古
書
院
、
一
九
八
八
）
で
、
新
訂
増

補
国
史
大
系
本
『
続
日
本
紀
』
を
確
認
に
用
い
た
史
料
と
し
て
あ
げ
て
い
る
。

（
１１
）
遠
藤
慶
太
「『
続
日
本
後
紀
』
の
写
本
に
つ
い
て
」（『
平
安
勅
撰
史
書
研
究
』、

皇
学
館
大
学
出
版
部
、
二
〇
〇
六
）。

（
１２
）
七
曜
暦
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
律
令
国
家
と
七
曜
暦
」（『
古
代
史
の
研
究
』
一

五
、
二
〇
〇
九
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
但
し
、
前
稿
に
掲
載
し
た
表
１
の
三
月

・
四
月
部
分
に
誤
り
が
あ
り
、
同
内
容
の
本
稿
表
と
の
間
に
矛
盾
が
生
じ
て
い

る
。
こ
の
場
を
借
り
て
お
詫
び
し
た
い
。

（
１３
）
承
和
三
年
の
暦
日
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。『
続
日
本
後
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紀
』
は
七
月
〜
十
月
の
記
事
に
つ
い
て
変
更
後
の
暦
日
（
す
な
わ
ち
七
曜
暦
に

よ
る
大
小
の
置
き
方
）
に
基
づ
き
編
纂
さ
れ
た
も
の
と
一
応
考
え
ら
れ
る
が
、

こ
れ
に
つ
い
て
も
不
確
定
な
要
素
が
あ
る
。
ま
ず
、
十
月
に
つ
い
て
検
討
す
る

と
、
高
柳
本
（
平
安
後
期
保
延
本
の
忠
実
な
影
写
本
と
さ
れ
る
）
や
谷
森
本
な

ど
の
『
続
日
本
後
紀
』
で
は
、
十
月
朔
日
条
は
脱
文
と
な
っ
て
い
て
、
国
史
大

系
本
は
、『
類
聚
国
史
』
巻
百
五
十
九
田
地
上
勅
旨
田
条
か
ら
丁
酉
朔
の
記
事
を

条
文
ご
と
補
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、『
類
聚
国
史
』
を
室
町
期
の
写
本
で
あ
る

大
永
本
で
確
認
す
る
と
、「
十
月
丁
酉
」
と
あ
る
だ
け
で
「
朔
」
は
記
載
さ
れ
て

い
な
い
。
従
っ
て
『
続
日
本
後
紀
』・『
類
聚
国
史
』
の
古
写
本
だ
け
か
ら
は
、

十
月
の
朔
日
干
支
を
確
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
平
安
時
代
後
期
ま
で
に

成
立
し
た
と
さ
れ
る
『
日
本
紀
略
』（
新
訂
増
補
国
史
大
系
本
）
で
は
、「
十
月

丁
酉
朔
丙
午
」
と
見
え
る
。
底
本
と
な
っ
た
久
邇
宮
家
旧
蔵
本
（
江
戸
時
代
末

期
の
書
写
と
さ
れ
る
）
を
ど
う
評
価
す
る
か
と
い
う
問
題
も
あ
る
が
、『
日
本
紀

略
』
全
体
の
干
支
の
取
り
扱
い
か
ら
み
て
、「
十
月
丁
酉
朔
」
は
信
頼
で
き
る
と

思
わ
れ
る
。
一
方
、『
類
聚
国
史
』
に
は
、
朔
日
の
記
事
と
考
え
ら
れ
る
の
に

「
朔
」
の
字
が
脱
落
し
て
い
る
例
（
巻
十
一
神
祇
十
一
祈
祷
上
条
（
承
和
八
年
）

六
月
庚
子
、
巻
二
十
八
帝
王
八
天
皇
朝
覲
太
上
天
皇
条
（
承
和
六
年
）
八
月
庚

戌
、
巻
百
四
十
七
文
部
下
講
国
史
条
（
承
和
十
年
）
六
月
戊
午
な
ど
）
が
相
当

数
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
て
、
編
纂
時
又
は
書
写
時
に
「
朔
」
を
も
ら
し
た
も
の

と
見
な
せ
る
。
従
っ
て
こ
の
月
に
つ
い
て
も
『
続
日
本
紀
』
の
編
纂
段
階
で
丁

酉
朔
の
記
事
が
あ
っ
た
と
考
え
て
一
応
差
し
支
え
な
い
と
思
わ
れ
る
。
一
方
八

月
に
つ
い
て
は
、
国
史
大
系
本
の
『
続
日
本
後
紀
』、『
日
本
紀
略
』
は
と
も
に

底
本
が
「
八
月
戊
戌
」
で
「
朔
」
は
脱
落
し
て
お
り
、
そ
れ
を
宮
本
傍
朱
書
な

ど
で
補
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
八
月
の
朔
日
干
支
は
厳
密
に
は
確
定
で
き
な

い
と
い
う
点
も
考
慮
に
い
れ
た
上
で
暦
日
の
検
証
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

（
１４
）
「
刀
伎
」
と
表
記
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
が
、
本
稿
で
は
「
刀
岐
」
で
統
一
す
る
。

（
１５
）
『
文
徳
実
録
』
天
安
元
年
（
八
五
七
）
正
月
丙
辰
条
。

（
１６
）
大
春
日
氏
と
山
上
氏
が
同
族
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
真
野
麻
呂
の
「
五
世
」
の
中

に
は
、
宝
亀
七
年
に
陰
陽
頭
兼
天
文
博
士
と
み
え
る
山
上
船
主
が
含
ま
れ
る
と

考
え
ら
れ
て
い
る
。
高
田
義
人
「
暦
家
賀
茂
氏
の
形
成
」（『
国
史
学
』
一
四

七
、
一
九
九
二
）。
山
下
克
明
「
陰
陽
家
賀
茂
安
部
両
氏
の
成
立
と
展
開
」（『
平

安
時
代
の
宗
教
文
化
と
陰
陽
道
』、
岩
田
書
院
、
一
九
九
六
）、
一
五
七
頁
。

（
１７
）
佐
伯
有
清
『
最
後
の
遣
唐
使
』、
講
談
社
現
代
新
書
、
一
九
七
八
。

（
１８
）
『
今
昔
物
語
集
』
巻
二
十
四
に
「
滋
岳
川
人
被
レ

追
二

地
神
一

」
と
い
う
話
が
見
え

る
。

（
１９
）
『
三
代
実
録
』
貞
観
十
六
年
（
八
七
四
）
五
月
廿
七
日
甲
寅
条
。

（
２０
）
高
田
、
註
（
１６
）
掲
載
論
文
。

（
２１
）
律
令
制
下
の
技
官
に
よ
る
世
習
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
橋
本
政
良
「
勅
命
還
俗

と
方
技
官
僚
の
形
成
」（『
史
学
研
究
』
一
四
一
、
一
九
七
八
）
を
参
照
。

（
２２
）
高
田
淳
「
高
柳
光
寿
博
士
旧
蔵
『
続
日
本
後
紀
』（
巻
五
・
八
）
に
つ
い
て
」

（『
国
学
院
大
学
図
書
館
紀
要
』
三
、
一
九
九
一
）。
遠
藤
慶
太
「『
続
日
本
後
紀
』

現
行
本
の
問
題
点
」（
遠
藤
、
註
（
１１
）
掲
載
書
）。

（
大
阪
府
立
西
寝
屋
川
高
等
学
校
）
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